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 近年，インターネット上でアバタを使用して交流するメタバースという仮想空間が大きな注目を集め

ている．今後もさらにアバタを使用したコミュニケーションの機会は増えていくと考えられるので，プ

ロテウス効果をはじめとしたアバタによるユーザへの影響を調べることは重要である．オンライン上で

使用するアバタの外見がユーザの行動特性に影響を与えることを，プロテウス効果と呼んでいる[1]．例

えば，オンラインゲームにおいて女性のアバタを使用した男性ユーザのゲーム内における行動が女性的

なものとなるといった影響があることが報告されている[2]．しかし，オンラインゲームのアバタの影響

によるプロテウス効果であり，異性のアバタの使用以外が結果に影響している可能性がある．そこで，

本研究ではビデオ通話中にカメラの映像にフィルタをかけることで異性のアバタの使用を複数回継続的

に行い，自身の男性性・女性性の評価へ与える影響を検証する． 

実験は，異性のアバタを使用した 1対 1 のビデオ通話中に参加者同士でテーマに沿った自由対話を行

うものである．本実験では，男性性尺度・女性性尺度を測るアンケートとして Bem Sex Role Inventory(以

下 BSRI) 日本語版[3]の 60 項目と性役割に対する価値観を測るアンケートとして M-H-F Scale[4]の 30

項目を使用した．これらのアンケートを実験全体の前後に行い，参加者の実験前後の男性性・女性性や

性役割に対する価値観を比較する．実験参加者は日本人大学生 6名(男性 6名，女性 0名)で実験を行っ

た．実験時間は 1回 30分を 1週間に 1度実施し，4回(1ヶ月間)継続することで効果を測った． 

 実験条件はアバタの有無の 2条件であり，1回目はアバタあり，2回目から 4回目のうちいずれかの 1

回がアバタなしとする．また，ビデオ通話には Zoom，アバタには Snap Camera の My Twinというフィル

タを使用した． 

 実験結果から，BSRIおよび M-H-F Scaleの得点に対して対応ありの t検定を行った．分析の結果，BSRI

の女性性尺度において実験前後の 6 人の得点を平均し比較すると，実験後の方が有意に高いことが示さ

れた(p=.015)．分析結果より，実験前と比較して実験後に BSRIにおいては女性性尺度が有意に上昇した

が，MHF-Scale においては有意な差がなかった．これは，BSRI の結果は一過性のものであり，実験によ

って性役割に影響があったために差が表れた可能性がある．また，M-H-F Scale は性役割に対する価値

観を測定するものであるため，実験が結果に影響しなかったと考えられる．本実験では男性 6 名のみで

実験を行ったため，今後の展望として，男女同数で実験を行い BSRIおよび M-H-F Scaleの得点が変化す

るか検証する必要があると考える．(1170文字) 
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研究の背景

• メタバースに大きな注目

• アバタを使用するコミュニケーションの機会が増加

仮想空間では必ずしも現実と同じ性別のアバタを使う必要はない

異性のアバタを使用した際のプロテウス効果に着目
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プロテウス効果

• 仮想空間上で使用するアバタの外見がユーザの行動特性に影響
を与える効果[1]

• オンラインゲーム内で女性のアバタを使用する男性は典型的な
女性的な行動を取る[2]

異性のアバタ以外の要因が影響している可能性がある

[1] Nick Yee, Jeremy Balienson, "The Proteus effect: The effect of transformed self-representation on behavior," Human Communication Research, vol. 33, no. 3, pp. 271-290, 2007.
[2]Nick Yee, Nicolas Ducheneaut, Mike Yao, Les Nelson, "Do Men Heal More When in Drag? Conflicting Identity Cues Between User and Avatar," CHI'11: Proceedings of the SIGCHI Conference on Human 
Factors in Computing Systems, pp. 773-776, 2011. 3

研究の目的

• ビデオ通話時に異性のアバタを使用する

• 性役割のアンケートを実施

異性のアバタを使用した際のプロテウス効果の評価
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先行研究

• ビデオ通話におけるプロテウス効果の継続的検証[3]
結果: 外向性が向上
問題: テーマによって話しにくさが生じた可能性がある

アバタなし条件が1回目のみ

[3]植村紗瑛, 神田智子, “アバタを使用した Web 会議におけるプロテウス効果の継続的検証,” 信学技報, 第 巻121, 第 43, pp. 1-6, 2021. 
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研究の仮説

仮説1

• 『異性のアバタを使用したプロテウス効果により，通話者の男
性性尺度および女性性尺度が変化する』

仮説2

• 『異性のアバタを使用したプロテウス効果により，通話者の男
性性に対する価値観および女性性に対する価値観が変化する』

6
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実験環境

Snap Camera[4] Zoom[5]
[4]Snap Inc. “Snap Camera”2019, https://snapcamera.snapchat.com/ (2022/1/18)
[5] Zoom Video Communications “Zoom” https://zoom.us/(2022/1/18)
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実験の手順

実験前後

• 性役割に関するアンケートを実施

ビデオ通話実験毎

• 教示「この実験では異性のアバタを使用したビデオ通話による会話満足度
を調べています」

• アイスブレイクを行ってもらう

• テーマに沿った自由対話を行ってもらう

実験後

• 話しにくさについてヒアリングを行う

8

実験概要

実験参加者

• 日本人大学生男性6名

実験回数

• 1人あたり4回，1回につき30分を1週間に1回の頻度で行う

9

実験条件

• 1回目のビデオ通話: アバタあり

• 2回目～4回目いずれかのビデオ通話: アバタなし

アバタなし アバタあり
10

アンケートについて

BSRI(Bem Sex Role Inventory)[6]

• 性役割パーソナリティを測定

• 男性性・女性性それぞれ7段階20問で評価

M-H-F Scale[7]

• 男性性・女性性がどれほど重要であると考えているか、個人の
性役割に対する価値観を測定

• 男性性・女性性それぞれ7段階10問で評価

[6]東. 清和, “BSRI 日本語版の検討,” 早稲田大学教育学部学術研究(教育・社会教育・教育心理・体育学編), 第 巻40, pp. 61-71, 1991.
[7]伊藤裕子, “性役割の評価に関する研究,” 教育心理学研究, 第 巻26, 第 1, pp. 1-11, 1978. 
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対話内容

• 実験1回につき話しやすいテーマを3種類用意しておく

• 事前に話しやすいテーマについて質問しておき，参加者のペア
で共通して話しやすい内容のテーマを設定

話しにくさを抑制する

12
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実験の様子

13

分析方法

BSRI

• 実験前後の得点に対応ありのt検定を行う

M-H-F Scale

• 実験前後の得点に対応ありのt検定を行う

ヒアリング

• テーマの印象について

14

分析結果(BSRI)

最高値140

最低値20

日本人男性の平均

男性性: 91.21

女性性: 93.00

15

分析結果(M-H-F scale)

最高値60

最低値0

16

分析結果(ヒアリング)

話しにくさに対する印象

• 話しにくいテーマが1つ混じっていても、テーマが3種類用意さ
れていたので対話が続きやすかった

• 対話相手と共通の趣味のテーマが選ばれていて話しやすかった

など，話しにくさが生じなかったという意見が一貫して得られた

先行研究で生じたテーマによる話しにくさの問題は解決されたと考えられる

17

結果のまとめ

• 実験前後の6人のBSRIの平均を比較すると女性性は
実験後の方が有意に高い

• M-H-F Scaleには実験前後で有意な差はなし

• テーマを3種類用意するという手法によって
話しにくさが生じなかった

18
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考察(BSRI)

• 実験前後の6人のBSRIの平均を比較すると女性性は
実験後の方が有意に高い

実験によって性役割に変化があった可能性がある

仮説1
『異性のアバタを使用したプロテウス効果により，通話者の男性性尺度および女性性尺度が変化す
る』

仮説1は支持された可能性がある

19

考察(M-H-F Scale)

• 実験前後の6人のM-H-F Scaleの平均を比較すると実験前後で
有意な差はなかった

M-H-F Scaleは性役割に対する価値観を測定するものである
ため，実験が結果に影響しなかった可能性がある

仮説2
『異性のアバタを使用したプロテウス効果により，通話者の男性性に対する価値観および女性性に
対する価値観が変化する』

仮説2は支持されなかった
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まとめ

異性のアバタを使用したビデオ通話における
プロテウス効果が発揮された可能性がある

継続した実験により
実験前よりも実験後の女性性が有意に高くみられた
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今後の展望

男女同数かつより多くの実験参加者で効果を検証する

• 女性にも本研究と同様の効果は現れるのかを検証

実験の回数や期間を増やし、より長期的に検証する
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付録 アンケート(BSRI)

あなた自身に当てはまると思う数字を選択して

下さい

全く当ては

まらない

ほぼ当ては

まらない

あまり当て

はまらない

どちらとも

いえない

やや当ては

まる

かなり当て

はまる

非常に当て

はまる

Q1 自分の判断や能力を信じている 1 2 3 4 5 6 7

Q2 従順な 1 2 3 4 5 6 7

Q3 人の手助けすることをいとわない 1 2 3 4 5 6 7

Q4 自分の信念を曲げない 1 2 3 4 5 6 7

Q5 明るい 1 2 3 4 5 6 7

Q6 むら気がある 1 2 3 4 5 6 7

Q7 独立心がある 1 2 3 4 5 6 7

Q8 はにかみ屋の 1 2 3 4 5 6 7

Q9 良心的な 1 2 3 4 5 6 7

Q10 スポーツマンタイプの 1 2 3 4 5 6 7

Q11 情愛細やかな 1 2 3 4 5 6 7

Q12 言動が大げさな 1 2 3 4 5 6 7

Q13 自己主張的な 1 2 3 4 5 6 7

Q14 おだてにのる 1 2 3 4 5 6 7

Q15 楽天的な 1 2 3 4 5 6 7

Q16 個性が強い 1 2 3 4 5 6 7

Q17 忠実な 1 2 3 4 5 6 7

Q18 言動が突拍子もない 1 2 3 4 5 6 7

Q19 自分の意見を押し通す力がある 1 2 3 4 5 6 7

Q20 女性的な 1 2 3 4 5 6 7

Q21 頼りになる 1 2 3 4 5 6 7

Q22 分析的な 1 2 3 4 5 6 7

Q23 同情的な 1 2 3 4 5 6 7

Q24 しっと深い 1 2 3 4 5 6 7

Q25 リーダーとしての能力を備えている 1 2 3 4 5 6 7

Q26 困っている人への思いやりがある 1 2 3 4 5 6 7

Q27 正直な 1 2 3 4 5 6 7

Q28 危険を犯すことをいとわない 1 2 3 4 5 6 7

Q29 人の気持ちを汲んで理解する 1 2 3 4 5 6 7

Q30 隠し立てをする 1 2 3 4 5 6 7

あなた自身に当てはまると思う数字を選択して

下さい

全く当ては

まらない

ほぼ当ては

まらない

あまり当て

はまらない

どちらとも

いえない

やや当ては

まる

かなり当て

はまる

非常に当て

はまる

Q31 意思決定がすみやかにできる 1 2 3 4 5 6 7

Q32 あわれみ深い 1 2 3 4 5 6 7

Q33 誠実な 1 2 3 4 5 6 7

Q34 人に頼らないで生きて行けると思っている 1 2 3 4 5 6 7

Q35 傷心した人をすすんで慰める 1 2 3 4 5 6 7

Q36 うぬぼれた 1 2 3 4 5 6 7

Q37 支配的な 1 2 3 4 5 6 7

Q38 話し方がやさしくておだやかな 1 2 3 4 5 6 7

Q39 人に好かれる 1 2 3 4 5 6 7

Q40 男性的な 1 2 3 4 5 6 7

Q41 心が暖かい 1 2 3 4 5 6 7

Q42 大真面目な 1 2 3 4 5 6 7

Q43 はっきりとした態度がとれる 1 2 3 4 5 6 7

Q44 優しい 1 2 3 4 5 6 7

Q45 好意的な 1 2 3 4 5 6 7

Q46 積極的な 1 2 3 4 5 6 7

Q47 だまされやすい 1 2 3 4 5 6 7

Q48 やることが非能率的な 1 2 3 4 5 6 7

Q49 リーダーとして行動する 1 2 3 4 5 6 7

Q50 子どものように純真な 1 2 3 4 5 6 7

Q51 適応性がある 1 2 3 4 5 6 7

Q52 個人主義的な 1 2 3 4 5 6 7

Q53 ことば使いがていねいな 1 2 3 4 5 6 7

Q54 考えなどが系統的にまとまっていない 1 2 3 4 5 6 7

Q55 負けず嫌い 1 2 3 4 5 6 7

Q56 子ども好き 1 2 3 4 5 6 7

Q57 人づき合いがうまい 1 2 3 4 5 6 7

Q58 野心的な 1 2 3 4 5 6 7

Q59 温和な 1 2 3 4 5 6 7

Q60 因習的な 1 2 3 4 5 6 7

23

付録 アンケート(M-H-F Scale)

あなたにとって次のような性質は

どの程度重要だと思いますか

非常に重要

である

かなり重要

である

やや重要で

ある

どちらとも

いえない

やや重要で

ない

あまり重要

でない

まったく重

要でない

Q1 冒険心に富んだ 6 5 4 3 2 1 0

Q2 たくましい 6 5 4 3 2 1 0

Q3 大胆な 6 5 4 3 2 1 0

Q4 指導力のある 6 5 4 3 2 1 0

Q5 信念を持った 6 5 4 3 2 1 0

Q6 頼りがいのある 6 5 4 3 2 1 0

Q7 行動力のある 6 5 4 3 2 1 0

Q8 自己主張のできる 6 5 4 3 2 1 0

Q9 意志の強い 6 5 4 3 2 1 0

Q10 決断力のある 6 5 4 3 2 1 0

Q11 忍耐強い 6 5 4 3 2 1 0

Q12 心の広い 6 5 4 3 2 1 0

Q13 頭の良い 6 5 4 3 2 1 0

Q14 明るい 6 5 4 3 2 1 0

Q15 暖かい 6 5 4 3 2 1 0

Q16 誠実な 6 5 4 3 2 1 0

Q17 健康な 6 5 4 3 2 1 0

Q18 率直な 6 5 4 3 2 1 0

Q19 自分の生き方のある 6 5 4 3 2 1 0

Q20 視野の広い 6 5 4 3 2 1 0

Q21 かわいい 6 5 4 3 2 1 0

Q22 優雅な 6 5 4 3 2 1 0

Q23 色気のある 6 5 4 3 2 1 0

Q24 献身的な 6 5 4 3 2 1 0

Q25 愛嬌のある 6 5 4 3 2 1 0

Q26 言葉使いのていねいな 6 5 4 3 2 1 0

Q27 繊細な 6 5 4 3 2 1 0

Q28 従順な 6 5 4 3 2 1 0

Q29 静かな 6 5 4 3 2 1 0

Q30 おしゃれな 6 5 4 3 2 1 0
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